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近
世
民
衆
教
化
に
み
る
明
清
道
徳
律
の
土
着
化

―
『
六
諭
衍
義
大
意
』
の
「
翻
訳
」
と
活
用
に
つ
い
て

殷　

暁
星
*

*

い
ん　

ぎ
ょ
う
せ
い
、
教
養
学
部
・
非
常
勤
講
師
、
日
本
思
想
史
。

1 

安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
九
年
、
七
四
頁
（
初

出
は
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年
、
以
下
同
）
。

　

本
稿
で
は
、
明
清
王
朝
で
頒
布
さ
れ
た
道
徳
倫
理
に
関
す
る
勅
諭
「
六
諭
」
の
近
世
日
本
に
お
け
る
受
容
と
伝
播
過
程
を
分
析
し
、
明
清
の
道
徳
律
が
ど
の
よ
う
な
解
釈
・

再
生
産
過
程
を
経
て
、
近
世
日
本
の
民
衆
世
界
に
吸
収
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
「
六
諭
」
及
び
そ
れ
を
敷
衍
し
た
教
訓
書
『
六
諭
衍
義
』
の
伝
来
と
、
近
世
日
本
の

知
識
人
に
よ
っ
て
和
訳
さ
れ
た
『
六
諭
衍
義
大
意
』
の
成
立
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
近
世
日
本
の
民
衆
教
化
に
お
け
る
「
六
諭
」
関
係
書
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
広
島
藩
が
頒
布
し
た
一
冊
の
『
六
諭
衍
義
大
意
』
の
解
説
書
『
教
訓
道
し
る
べ
』
を
取
り
上
げ
る
。
両
書
の
違
い
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
「
六
諭
」
の
受
容
過
程
に
お

け
る
再
解
釈
を
解
明
す
る
。
そ
し
て
代
官
早
川
正
紀
の
教
化
活
動
に
お
け
る
「
六
諭
」
関
係
書
の
活
用
に
つ
い
て
、
『
六
教
解
』
と
い
う
『
教
訓
道
し
る
べ
』
を
改
題
し
た
書

物
を
紹
介
す
る
。
『
六
教
解
』
＝
『
教
訓
道
し
る
べ
』
は
、
当
地
の
代
官
に
よ
っ
て
、
様
々
な
場
面
で
民
衆
教
化
に
用
い
ら
れ
た
。
最
後
に
、
諸
地
域
に
お
け
る
『
六
諭
衍
義

大
意
』
『
教
訓
道
し
る
べ
』
『
六
教
解
』
の
活
用
状
況
を
総
覧
し
、
近
世
日
本
に
お
け
る
「
六
諭
」
の
受
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
中
国
明
清
王
朝
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
た
孝
行
・
勤
勉
に
関
す
る
道
徳

律
が
、
ど
の
よ
う
な
再
解
釈
を
経
て
、
近
世
日
本
の
民
衆
層
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

る
教
訓
条
目
と
し
て
定
着
し
た
の
か
、
と
い
う
課
題
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　

近
世
民
衆
の
道
徳
倫
理
の
形
成
に
つ
い
て
、
民
衆
的
諸
思
想
を
「
広
汎
な
人
々
の

自
己
形
成
・
自
己
鍛
錬
の
努
力
を
内
面
的
に
動
機
づ
け
る
も
の
と
し
て
把
握
し
た1

」

安
丸
良
夫
は
、
「
通
俗
道
徳
」
と
い
う
価
値
基
準
を
設
定
し
た2

。
安
丸
は
、
近
世
中

期
以
降
の
新
し
い
民
衆
的
思
想
形
成
の
努
力
が
、
例
外
な
く
「
通
俗
道
徳
」
の
主
張

と
し
て
表
れ
、
勤
勉
、
倹
約
、
正
直
、
孝
行
な
ど
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
、
儒
教
の

通
俗
化
と
し
ば
し
ば
結
び
つ
い
た
と
指
摘
し
た3

。
で
は
、
儒
教
的
徳
目
を
ベ
ー
ス
と

し
た
「
通
俗
道
徳
」
は
、
ど
の
よ
う
に
民
衆
の
世
界
に
根
を
下
し
た
の
か
。
こ
の
課

題
を
考
え
る
際
に
、
江
戸
時
代
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
た
民
衆
の
道
徳

説
話
を
綴
っ
た
教
訓
科
往
来
物
は
看
過
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
代
表

的
な
教
訓
科
往
来
物
の
一
種
を
取
り
上
げ
、
そ
の
民
衆
の
世
界
へ
の
普
及
す
る
過
程

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

一
方
、
近
世
日
本
民
衆
教
化
及
び
東
ア
ジ
ア
儒
学
の
研
究
に
お
け
る
課
題
の
一
つ

と
し
て
、
同
時
空
間
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
普
遍
的
に
存
在
し
た
道
徳
律
が
、

2 

安
丸
良
夫
「
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
（
上
下
）
」『
日
本
史
研
究
』
七
八
～
七
九
号
、
一
九
六
五
年
。

同
前
掲
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
。

3 

前
掲
、
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
一
八
～
二
一
頁
。
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日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
従
来
、
江
戸
時

代
の
民
衆
の
道
徳
実
践
は
、
あ
く
ま
で
も
個
別
の
生
活
共
同
体
の
内
部
で
完
結
し
た

も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
広
い
視
野
を
も
っ
た
研
究
も
あ

る
。
例
え
ば
、
乙
竹
岩
造4

、
石
川
謙5

に
よ
る
幕
府
・
各
藩
の
教
育
政
策
と
五
人
組
・

教
諭
所
の
民
衆
教
育
の
役
割
の
分
析
は
、
中
国
由
来
の
郷
村
教
育
制
度
（
郷
約
な
ど
）

の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
儒
学
・
朱
子
学
の
研
究
で
は
、
東
ア
ジ

ア
と
い
う
広
い
視
野
で
民
衆
の
道
徳
教
化
言
説
を
ふ
く
む
近
世
日
本
の
儒
学
・
朱
子

学
思
想
の
展
開
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
少
数
の
頂

点
思
想
家
に
よ
る
積
極
的
な
大
陸
文
化
へ
の
吸
収
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
と
は
別
の
次
元
で
、
本
百
姓
ま
で
の
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
け
る
思
想
・
倫
理

実
践
で
も
、
中
国
・
朝
鮮
な
ど
の
地
域
と
密
接
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん

ど
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

近
世
日
本
の
民
衆
教
化
は
、
ど
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
世
界
の
そ
れ
と
理
念
・
内
容
・

方
法
を
共
有
し
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
明
清
王
朝
の
道
徳
律
で

あ
る
「
六
諭
」
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
一
連
の
往
来
物
の
近
世
日
本
に
お
け
る
成
立
と

普
及
過
程
を
通
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

一
、
近
世
日
本
の
民
衆
教
化
と
「
六
諭
」
関
係
書

　

中
山
久
四
郎
は
近
世
日
本
の
徳
教
修
養
と
清
朝
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
清
朝
人

の
徳
教
関
係
の
著
述
が
〔
中
略
〕
近
世
の
我
国
人
の
徳
教
修
養
に
意
外
に
多
大
の
感

化
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
も
の
、
亦
決
し
て
少
な
か
ら
ざ
る
な
り6

」
と
い
い
、
清
の
「
徳

教
関
係
著
述
」
の
日
本
に
お
け
る
伝
播
と
影
響
に
注
目
し
た
。
中
山
は
「
清
人
著
述
」

の
な
か
で
も
、
経
典
に
関
す
る
注
釈
類
、
少
数
の
学
者
に
参
考
と
し
て
愛
読
さ
れ
た

「
経
解
経
義
の
書
」
と
区
別
し
て
、
「
平
易
簡
単
な
る
書
籍
」
に
目
を
向
け
た
。
こ
れ

ら
の
書
籍
は
「
通
俗
教
育
又
は
民
衆
教
化
に
適
し
て
、
大
多
数
の
国
民
に
愛
読
信
奉

せ
ら
れ
、
我
国
民
道
徳
、
特
に
順
良
な
る
公
民
的
道
徳
を
養
成
す
る
に
與
り
て
力
あ

り
し
効
能
は
、
高
尚
な
る
経
解
経
義
の
書
に
比
し
て
、
亦
自
ら
別
種
の
多
大
の
価
値

功
用7

」
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
書
籍
の
代
表
作
を
二
二
種
挙
げ
ら
れ
て

お
り8

、
冒
頭
に
『
六
諭
衍
義
』
（
以
下
『
衍
義
』
と
略
す
）
と
い
う
書
物
が
あ
っ
た
。

　

「
六
諭
」と
は
、
明
の
洪
武
二
一
年
（
一
三
八
八
）
、
洪
武
帝
が
頒
布
し
た
「
教
民
榜
文
」

四
一
か
条
の
一
部
、
「
孝
順
父
母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓
子
孫
、
各
安
生

理
、
毋
作
非
為
」
の
六
つ
の
諭
で
あ
る
。
こ
れ
は
洪
武
帝
が
毎
郷
毎
里
に
、
木
鐸
一

個
を
備
え
、
里
内
の
年
老
・
「
残
疾
」
な
ど
の
者
を
選
び
、
彼
ら
に
木
鐸
を
持
た
せ

て
毎
月
六
回
里
内
を
巡
行
さ
せ
、
六
つ
の
諭
を
誦
読
さ
せ
て
里
の
人
々
に
布
告
さ
せ

る
制
度
と
し
て
宣
布
し
た
も
の
で
あ
る9

。
そ
の
後
、
洪
武
三
〇
年
（
一
三
九
七
）
に
、

こ
の
六
か
条
の
み
が
洪
武
帝
に
よ
っ
て
改
達
さ
れ
、
「
聖
諭
六
訓
」
と
し
て
宣
布
さ

れ
た
。
清
代
以
降
も
、
「
順
治
六
諭
」
（
一
六
二
五
年
）
「
六
諭
臥
碑
文
」
（
一
六
五
二

年
）
「
上
諭
十
六
条
」
（
一
六
七
○
年
）
『
聖
諭
広
訓
』
（
雍
正
帝
に
よ
る
「
上
諭
十
六

4 

乙
竹
岩
造
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
目
黒
書
店
、
一
九
二
九
年
。

5 

石
川
謙
『
近
世
社
会
教
育
史
の
研
究
』
東
洋
図
書
、
一
九
三
四
年
。

6 

中
山
久
四
郎
「
六
諭
衍
義
に
関
す
る
研
究
」
大
塚
史
学
会
『
三
宅
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
』

岡
書
院
、
一
九
二
九
年
、
三
八
七
頁
。

7 

前
掲
、
中
山
久
四
郎
「
六
諭
衍
義
に
関
す
る
研
究
」
三
八
八
頁
。

8 

二
二
種
の
書
物
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
『
六
諭
衍
義
』
『
聖
諭
広
訓
』
『
朱
子
家
訓
』
『
幼
学
国

字
解
』『
幼
学
指
南
』『
五
種
遺
規
』『
備
忘
録
』『
聡
訓
斎
語
』『
家
宝
聯
錦
』（
別
名
：
『
書
家
聯
錦
』
）

『
女
四
書
』『
儒
門
語
要
』『
新
撰
纂
得
確
』『
学
堂
講
話
』『
醒
世
格
言
』『
身
世
準
縄
』『
斎
家
遺
範
』『
三

字
経
』
『
啓
蒙
六
種
』
『
塾
講
規
約
』
『
顔
氏
家
訓
』
『
寒
松
堂
庸
言
』
『
三
字
経
訓
詁
』
（
前
掲
中
山
久

四
郎
「
六
諭
衍
義
に
関
す
る
研
究
」
三
八
八
～
三
八
九
頁
）
。

9 
「
毎
郷
毎
里
、
各
置
木
鐸
一
個
、
於
本
里
内
選
年
老
、
或
残
疾
不
能
生
理
之
人
、
或
瞽
目
者
、
令

小
児
牵
引
、
持
鐸
循
行
本
里
、
倶
令
直
言
叫
喚
、
使
終
聞
知
、
勧
其
為
善
、
毋
犯
刑
憲
。
其
詞
曰
孝

順
父
母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓
子
孫
、
各
安
生
理
、
毋
作
非
為
、
如
此
毎
月
六
次
」
（
「
教

民
榜
文
四
一
箇
条
」
明
洪
武
二
一
年
（
一
三
八
八
年
）
「
皇
明
制
書
」
巻
八
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍

本
叢
刊
』
（
第
四
六
冊
）
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
九
○
頁
）
。
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条
」
を
敷
衍
し
た
書
物
、
一
七
二
四
年
）
な
ど
の
形
で
、
「
六
諭
」
は
繰
り
返
し
提

唱
・
解
釈
さ
れ
た
。
多
少
の
加
減
・
変
化
を
伴
い
な
が
ら
も
、
「
六
諭
」
ま
た
は
「
六

諭
」
に
基
づ
い
た
聖
諭
の
講
釈
は
、
清
末
民
初
期
に
至
る
ま
で
、
約
六
百
年
も
続
い

た
。
さ
ら
に
、
「
六
諭
」
は
朝
鮮
・
琉
球
に
も
伝
わ
り
、
様
々
な
形
で
道
徳
教
化
に

機
能
し
た
。
こ
の
意
味
で
、
「
六
諭
」
は
明
清
両
朝
な
い
し
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い

て
最
も
広
範
に
利
用
さ
れ
た
道
徳
律
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

明
末
清
初
期
、
会
稽
（
現
中
国
浙
江
省
紹
興
市
周
辺
）
の
学
者
範
鋐
は
「
六
諭
」

を
敷
衍
し
て
、
『
衍
義
』
を
著
し
た
。
宝
永
三
年
（
清
康
熙
四
五
年
〔
一
七
○
六
〕
）
、

琉
球
儒
者
程
順
則
は
、
進
貢
使
と
し
て
福
建
か
ら
帰
国
す
る
際
に
、
私
費
で
『
衍
義
』

を
印
刷
し
た
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
、
薩
摩
藩
主
島
津
吉
貴
は
『
衍
義
』
を
江

戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
進
呈
し
た
。
こ
う
し
て
「
六
諭
」
は
近
世
日
本
民
衆

教
化
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
。

　

「
六
諭
」
の
二
四
文
字
は
、
い
ず
れ
も
簡
単
明
瞭
で
あ
り
、
儒
学
徳
目
の
「
孝
」

に
基
づ
い
た
日
々
の
生
活
に
お
け
る
道
徳
規
範
と
し
て
民
衆
に
遵
守
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
徳
律
は
日
本
に
つ
た
わ
っ
た
後
も
、
同
じ
く
民
衆
へ
の
道

徳
教
化
的
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
「
六
諭
」
を
敷
衍
す
る
『
衍
義
』
は
白
話
（
口

語
体
中
国
語
）
で
書
か
れ
、
俚
語
・
諺
を
も
活
用
し
な
が
ら
民
衆
に
話
し
か
け
る
生

の
さ
と
し
を
記
し
た
書
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
話
文
に
馴
染
み
の
な
い
近
世
日
本

の
儒
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
逆
に
難
解
の
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
方
言
ま
み

れ
の
用
語
を
解
説
し
、
ま
た
は
民
衆
の
口
語
を
忠
実
に
反
映
し
た
文
章
を
漢
文
テ
キ

ス
ト
と
し
て
読
み
下
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
至
極
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え

に
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
、
『
衍
義
』
の
広
布
を
は
か
っ
た
吉
宗
は
、
唐
話
に
精

通
す
る
荻
生
徂
徠
に
訓
点
を
、
側
近
の
儒
者
室
鳩
巣
に
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
和

解
す
る
こ
と
を
同
時
に
命
じ
た
。
同
年
一
一
月
、
徂
徠
点
『
衍
義
』
が
上
梓
さ
れ
、

翌
年
の
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
四
月
、
鳩
巣
和
解
『
六
諭
衍
義
大
意
』
（
以
下
『
大

意
』
と
略
す
）
が
吉
宗
の
主
導
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
た
。
以
降
、
『
大
意
』
を
始
め
、

様
々
な
談
義
本
が
現
れ
、
そ
れ
ら
「
六
諭
」
関
係
書
は
「
近
世
教
化
史
上
最
も
注
目

す
べ
き
も
の10

」
と
し
て
、
往
来
物
・
寺
子
屋
教
科
書
な
ど
の
形
で
、
明
治
期
ま
で
民

衆
教
化
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

　

「
六
諭
」
関
係
書
に
つ
い
て
、
琉
球
史
・
交
流
史
・
教
育
史
の
視
野
か
ら
の
研
究11 

に
よ
り
、『
衍
義
』
の
伝
来
・
編
纂
・
伝
播
の
状
況
が
整
理
さ
れ
た
。
特
に
石
川
は
『
大

意
』
を
中
心
に
、
「
教
諭
書
」
「
諭
達
」
「
寺
子
屋
教
科
書
」
と
し
て
の
「
六
諭
」
関

係
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
状
況
お
よ
び
近
世
法
令
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い

て
全
面
的
に
分
析
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
上
か
ら
下
へ
の
伝
達

を
強
調
し
、
そ
れ
が
流
布
す
る
過
程
で
の
書
籍
の
変
容
を
重
視
し
な
か
っ
た
。
思
想

史
の
視
点
か
ら
も
、
『
大
意
』
を
中
心
に
、
「
六
諭
」
関
係
書
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

緻
密
な
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た12

。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
「
六
諭
」
を
儒
学
の
思
想

的
特
質
か
ら
分
析
し
、
中
国
伝
来
の
『
衍
義
』
と
鳩
巣
が
和
解
し
た
『
大
意
』
と
の

10 

石
川
謙
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』
青
史
社
、
一
九
七
六
年
、
四
○
頁
。

11 

琉
球
史
学
の
視
点
か
ら
、
東
恩
納
寛
惇
は
、
「
六
諭
」
関
係
書
の
詳
細
な
研
究
を
行
い
、
特
に

琉
球
に
お
け
る
そ
の
伝
来
と
流
布
過
程
を
解
明
し
た
（
東
恩
納
寛
惇
『
六
諭
衍
義
伝
』
文
一
路
社
、

一
九
四
三
な
ど
）
。
そ
の
研
究
は
交
流
史
の
側
面
で
も
後
の
研
究
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
た
。
日

中
交
流
史
の
視
点
か
ら
、
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
（
関
西
大
学
東
西

学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
）
、
同
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
（
同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
四
）
な
ど
。
近
世
教
育
史
か
ら
、
前
掲
乙
竹
（
一
九
二
九
）
、
石
川
（
一
九
七
六
）
な
ど
。

12 

角
田
多
加
雄
「
朱
子
学
派
教
育
論
の
歴
史
的
展
開
」
『
哲
学
』
第
八
九
号
、
一
九
八
九
年
、
同
「
『
六

諭
衍
義
大
意
』
に
つ
い
て
の
教
育
思
想
史
的
考
察
」
『
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』

第
二
九
号
、
一
九
八
九
年
。
ほ
か
に
も
、
法
制
史
の
視
点
か
ら
山
本
英
二
『
慶
安
御
触
書
成
立
試
論
』

（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）
、
神
崎
直
美
『
近
世
日
本
の
法
と
刑
罰
』
（
厳

南
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
）
、
中
国
史
か
ら
酒
井
忠
夫
『
中
国
善
書
の
研
究
』
（
弘
文
堂
、
一
九
六
○

年
）
、
同
増
補
版
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）
、
社
会
構
造
の
差
異
に
注
目
し
た
許
婷
婷
「
徳
川

日
本
に
お
け
る
「
六
諭
」
道
徳
言
説
の
変
容
と
展
開
―
―
『
六
諭
衍
義
』
と
『
六
諭
衍
義
大
意
』
の

比
較
を
中
心
に
」
（
『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
四
七
巻
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の
研

究
が
数
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
割
愛
す
る
。
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相
違
に
着
目
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る
「
六
諭
」
解
釈
の
独
自
性
が
生
ま
れ

た
原
因
は
、
『
衍
義
』
が
中
国
で
は
陽
明
学
の
文
脈
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

日
本
で
は
朱
子
学
的
解
説
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

以
上
の
「
六
諭
」
関
係
書
の
研
究
は
、
「
六
諭
」
及
び
そ
の
関
係
書
の
伝
来
と
近

世
日
本
に
お
け
る
拡
大
過
程
を
整
理
し
、
儒
学
の
視
点
か
ら
日
本
に
お
け
る
「
六
諭
」

の
言
説
の
展
開
と
変
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
以
下
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
第
一
に
、
一
部
の
頂
点
思
想
家
と
し
て
の
儒
者
の
「
学
問
」
的
「
六
諭
」
解
釈

と
区
別
し
て
、
民
衆
の
世
界
に
お
け
る
「
六
諭
」
に
関
す
る
解
釈
は
、
い
か
な
る
も

の
か
は
、
決
し
て
明
確
で
は
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
経
て
、「
六

諭
」
で
唱
え
た
徳
目
が
よ
う
や
く
民
衆
の
レ
ベ
ル
に
到
達
で
き
た
の
か
が
検
討
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
明
清
王
朝
を
中
心
と
す
る

中
華
秩
序
の
な
か
で
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
共
通
さ
れ
た
徳
目
は
、
ど
の
よ
う
に
近
世

日
本
に
土
着
し
た
か
と
い
う
問
題
に
通
じ
て
い
る
。

　
　

二
、
二
度
の
「
翻
訳
」
―
―
『
教
訓
道
し
る
べ
』
の
性
格
と
そ
の
活
用

　

範
鋐
の
『
衍
義
』
は
、
「
孝
順
父
母
」
か
ら
始
ま
る
「
六
諭
」
の
各
箇
条
を
白
話

で
解
釈
す
る
書
で
あ
る
。
六
つ
の
諭
は
各
章
の
題
と
な
り
、
各
章
で
は
、
ま
ず
二
千

字
程
度
の
解
釈
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諭
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
や
遵
守
の
仕
方

な
ど
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
教
化
を
よ
り
直
感
的
に
伝
え
る
た
め
に
、
各

条
目
に
関
連
す
る
律
法
を
一
〇
か
ら
三
〇
か
条
、
民
間
の
故
事
や
伝
説
二
・
三
篇
付

し
て
い
る
。
最
後
に
口
で
朗
誦
ま
た
は
歌
う
詩
篇
を
作
し
、
教
化
の
効
果
を
強
化
し

て
い
る
。
各
章
に
付
さ
れ
た
詩
篇
の
ほ
か
、
第
六
章
「
毋
作
非
為
」
の
末
に
、
「
総

詩
」
も
あ
る
。
鳩
巣
は
『
衍
義
』
を
和
解
す
る
際
、
「
も
と
よ
り
漢
土
の
文
字
を
さ

へ
見
習
は
ね
ハ
、
此
書
を
よ
み
て
、
其
意
を
し
る
事
か
た
か
る
へ
し
」
と
憂
い
、
直

接
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
、
「
其
大
略
を
と
り
て
、
和
語
を
も
て
、
是
を
や
は
ら
け

し
む
」
（
「
序
」
『
大
意
』
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）
こ
と
と
し
て
い
た
。
ま
た
律
法
と
故

事
に
つ
い
て
、
「
其
律
例
ハ
我
邦
の
法
に
異
同
あ
り
て
、
用
捨
な
く
し
て
ハ
行
ひ
か

た
く
、
其
事
跡
は
、
い
に
し
へ
の
物
語
に
し
て
、
さ
し
て
緊
要
に
も
あ
ら
す
」
（
「
序
」

『
大
意
』
二
丁
オ
～
二
丁
ウ
）
と
い
う
理
由
で
削
除
し
た
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
原
本
『
衍

義
』
と
齟
齬
の
あ
る
個
所
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が13

、
こ
の
改
訂
が
『
大
意
』
が
広

く
読
ま
れ
る
一
因
と
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漢
語
交
じ
り
の
文
語
調
を
用
い
た
『
大
意
』
は
「
た
ゝ
手
近
く

簡
単
に
て
、
窮
郷
下
邑
に
て
お
よ
ひ
賤
の
お
し
つ
の
め
ま
て
も
、
常
に
よ
む
」
（
「
序
」

『
大
意
』
二
丁
ウ
）
と
い
う
鳩
巣
の
狙
い
通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
こ
の
『
大
意
』

の
文
章
を
「
文
字
ど
お
り
完
膚
な
い
ま
で
に
添
削
し
改
装
し
た14

」
の
は
『
教
訓
道
し

る
べ
』
（
以
下
『
道
し
る
べ
』
と
略
す
）
と
い
う
書
物
で
あ
る
。

　

『
道
し
る
べ
』
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
ご
ろ
に
成
立
し
た
。
そ
の
著
者
は
不

明
で
あ
る
が
、
代
官
早
川
正
紀
の
識
語
に
よ
る
と
、
「
安
芸
の
も
の
し
り
」
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
（
後
述
）
。
当
時
、
広
島
藩
で
は
、
『
芸
備
孝
義
伝
』
の
編
集
刊
行
が
進

め
ら
れ
、
民
衆
の
教
化
の
一
環
と
し
て
、
『
道
し
る
べ
』
が
町
村
役
人
に
頒
布
さ
れ

た
こ
と15

か
ら
、
著
者
が
藩
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
『
道
し
る
べ
』

は
『
大
意
』
よ
り
わ
か
り
や
す
く
『
衍
義
』
を
解
釈
し
た
書
物
で
あ
る
。
『
道
し
る
べ
』

13 

『
衍
義
』
と
『
大
意
』
の
差
異
に
つ
い
て
、
前
掲
角
田
多
加
雄
論
文
、
許
婷
婷
論
文
の
ほ
か
、
中

村
忠
行
「
儒
者
の
姿
勢
―
―
『
六
諭
衍
義
』
を
め
ぐ
る
徂
徠
・
鳩
巣
の
対
立
」
（
『
天
理
大
学
学
報
』

第
二
三
巻
第
五
号
、
一
九
七
二
年
）
、
拙
稿
「
江
戸
中
後
期
に
お
け
る
「
六
諭
」
関
係
書
の
受
容
」（
『
次

世
代
人
文
社
会
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
参
照
さ
れ
た
い
。

14 

井
上
久
雄
「
六
諭
衍
義
大
意
異
本
の
研
究
―
―
芸
州
版
教
訓
道
し
る
べ
と
武
州
版
六
教
解
」
『
広

島
修
大
論
集
（
人
文
編
）
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
一
九
八
八
年
、
一
一
七
頁
。

15 

詳
し
く
は
広
島
市
役
所
編
『
広
島
市
史
第
二
巻
』
（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。
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と
『
大
意
』
の
違
い
に
つ
い
て
、す
で
に
井
上
久
雄
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
『
道
し
る
べ
』
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　

こ
の
書
は
以
下
の
よ
う
に
、
各
章
の
冒
頭
に
章
題
と
な
っ
た
諭
に
つ
い
て
簡
単
な

説
明
を
一
文
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
章
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
提
示

し
て
い
る
。

第
一　

孝
順
父
母

是
ハ
人
の
子
た
る
も
の
、
孝
行
を
専
と
し
、
何
こ
と
も
親
に
そ
む
か

ざ
る
べ
き
教
を
諭
せ
り
。
（
『
道
し
る
べ
』
孝
一
丁
オ
）

第
二　

尊
敬
長
上

是
ハ
我
よ
り
年
か
さ
な
る
人
と
、
ワ
れ
よ
り
目
上
な
る
人
に
、
無
礼

な
き
や
う
に
と
行
義
を
正
す
べ
き
諭
な
り
。
（
『
道
し
る
べ
』
尊
一
丁

オ
）

第
三　

和
睦
郷
里

是
は
家
内
を
始
、
一
ツ
所
に
住
居
す
る
人
々
、
た
が
ひ
に
中
よ
く
く

ら
し
、
ね
ん
ご
ろ
に
附
合
す
べ
き
の
諭
な
り
。
（
『
道
し
る
べ
』
和
一

丁
オ
）

第
四　

教
訓
子
孫

是
ハ
子
や
孫
を
よ
く
〱
を
し
へ
導
き
、
善
人
に
仕
た
つ
べ
き
の
さ
と

し
な
り
。
（
『
道
し
る
べ
』
教
一
丁
オ
）

第
五	　

各
安
生
理

是
ハ
人
々
天
よ
り
あ
た
へ
給
ふ
産
業
を
つ
と
め
、
仮
に
も
外
を
お
も

ふ
ま
じ
き
諭
な
り
。
（
『
道
し
る
べ
』
各
一
丁
オ
）

第
六　

毋
作
非
為

是
ハ
道
理
と
不
道
理
と
い
ふ
事
あ
り
て
、
人
々
悪
事
を
せ
ぬ
や
う
に

と
の
諭
な
り
。
（
『
道
し
る
べ
』
毋
一
丁
オ
）

　

『
道
し
る
べ
』
の
『
大
意
』
に
対
す
る
内
容
面
で
の
改
編
は
以
下
の
三
点
に
ま
と

め
ら
れ
る16

。

　

第
一
に
、
表
現
の
平
易
化
。
『
大
意
』
は
原
文
の
『
衍
義
』
を
直
訳
し
た
も
の
で
、

き
こ
ち
な
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
衍
義
』
に
あ
る
「
自
古
至
今
許
大
的
世
界
許
多

的
人
民
」
（
『
衍
義
』
尊
一
丁
オ
）
の
一
句
を
、
「
古
よ
り
今
に
至
る
ま
て
、
か
く
は

か
り
大
な
る
世
界
か
く
は
か
り
お
ほ
き
人
民
な
れ
と
も
」
（
『
大
意
』
一
〇
丁
オ
）
と

訳
し
た
り
、
ま
た
は
「
骨
肉
」
「
天
性
」
（
『
衍
義
』
尊
二
丁
オ
）
の
よ
う
な
耳
慣
れ

な
い
言
葉
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
り
し
て
い
る
。
「
和
解
」
と
称
し
な
が
ら
、
決
し

て
わ
か
り
や
す
い
と
は
い
え
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
克
服
し
、
『
道
し
る
べ
』
は
用
語
・
文
言
を
工
夫
し
、
『
大
意
』

の
直
訳
調
を
や
わ
ら
げ
た
。
「
古
よ
り
今
に
至
る
ま
て
、
か
く
は
か
り
大
な
る
世
界

か
く
は
か
り
お
ほ
き
人
民
な
れ
と
も
」
の
一
句
を
「
昔
よ
り
今
に
至
る
迄
、
広
き
世

界
に
多
き
人
な
れ
ど
も
」（
『
道
し
る
べ
』
尊
一
丁
オ
）
に
、「
天
性
骨
肉
の
し
た
し
み
」

を
「
現
在
血
の
分
、
き
る
に
も
き
ら
れ
ぬ
中
」
（
『
道
し
る
べ
』
尊
三
丁
ウ
）
に
言
い

換
え
、
ま
た
は
『
大
意
』
の
「
父
母
」
（
『
大
意
』
四
丁
オ
ほ
か
）
を
「
二
親
」
（
『
道

し
る
べ
』
孝
一
丁
ウ
ほ
か
）
に
、
「
賢
徳
あ
る
人
」
（
『
大
意
』
一
四
丁
オ
）
を
「
身

持
た
だ
し
く
心
だ
て
よ
き
人
」（
『
道
し
る
べ
』
尊
五
丁
オ
）
に
、「
老
年
な
る
人
」（
『
大

意
』
一
四
丁
オ
）
を
「
年
の
よ
り
た
る
人
」
（
『
道
し
る
べ
』
尊
五
丁
ウ
）
に
書
き
直

す
な
ど
、
慎
重
に
言
葉
遣
い
を
選
び
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。

16 

前
掲
井
上
久
雄
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六
諭
衍
義
大
意
異
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究
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―
芸
州
版
教
訓
道
し
る
べ
と
武
州
版
六
教
解
」
、

一
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六
頁
～
一
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八
頁
参
照
。
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第
二
に
、
内
容
の
省
略
。
『
大
意
』
で
は
律
法
・
故
事
が
削
除
さ
れ
た
。
『
道
し
る

べ
』
で
は
、
さ
ら
に
詩
篇
の
部
分
も
削
除
さ
れ
た
。
詩
篇
を
削
除
し
た
理
由
は
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
朗
誦
・
歌
う

こ
と
に
よ
っ
て
身
体
化
さ
せ
、
教
訓
を
一
層
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
詩
篇
が
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
き
、
そ
の
必
要
性
が
疑
わ
れ
、

特
に
広
く
一
般
民
衆
に
配
布
す
る
書
物
と
し
て
、
手
軽
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
余
分
な
も
の
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ま
た
別
稿

で
議
論
す
る
必
要
が
あ
る17

。

　

第
三
に
、
内
容
の
加
筆
。
『
道
し
る
べ
』
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
大
意
』
に
見

当
た
ら
な
い
、
長
編
の
加
筆
が
二
か
所
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
「
教
訓
子
孫
」
の
章

末
に
加
え
た
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
い
た
つ
て
貧
く
い
や
し
き
も
の
、
そ
の
日
暮
し
を
し
て
、
外
を
家
と
す
る

も
の
ハ
、
子
供
の
そ
だ
て
や
う
第
一
其
母
親
心
得
有
べ
き
事
な
り
、
そ
の
を
し

へ
育
や
う
の
事
は
、
前
に
も
い
ふ
ご
と
く
な
れ
ど
も
、
其
身
貧
窮
に
し
て
心
に

ま
か
せ
ぬ
事
の
ミ
多
か
る
べ
し
、
さ
れ
バ
至
て
貧
く
賤
き
も
の
ゝ
子
供
は
、
飲

食
の
事
よ
り
心
に
僻
出
来
、
自
然
と
根
性
わ
る
く
な
る
も
の
な
れ
ば
、
ち
い
さ

き
時
よ
り
、
そ
れ
ら
の
事
に
行
義
よ
く
、
何
事
も
直
な
る
や
う
に
と
教
べ
し
、

成
人
す
る
に
随
ひ
、
二
親
の
稼
働
お
も
見
習
せ
、
小
百
姓
は
野
山
へ
も
つ
れ
行
、

草
を
と
り
木
を
伐
ら
せ
、
浮
過
小
商
人
ハ
そ
の
子
相
応
な
る
商
賣
の
道
を
し
ら

し
め
、
女
の
子
ハ
織
績
の
仕
事
を
教
へ
、
男
女
に
限
ら
ず
、
其
親
々
の
し
に
せ
、

仮
に
も
不
足
な
り
と
お
も
ハ
し
む
べ
か
ら
ず
、
奉
公
に
出
し
て
も
実
躰
に
辛
抱

す
る
や
う
に
と
誡
べ
し
。
（
『
道
し
る
べ
』
教
五
丁
オ
～
教
六
丁
ウ
）

　

こ
こ
で
は
、
『
大
意
』
に
み
ら
れ
な
い
子
供
の
教
化
に
関
す
る
母
親
の
心
得
が
専

ら
強
調
さ
れ
、
ま
た
、
奉
公
な
ど
各
身
分
に
応
じ
た
子
供
の
修
行
内
容
が
加
え
ら
れ

た
。
小
百
姓
の
子
で
あ
れ
ば
野
山
に
連
れ
て
い
き
、
伐
採
の
方
法
を
見
習
わ
せ
、
商

人
の
子
で
あ
れ
ば
、
商
賣
の
道
を
知
ら
せ
る
な
ど
、
子
供
に
見
せ
て
教
化
す
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
加
筆
は
「
孝
順
父
母
」
の
章
末
に
加
え
た
以
下
の

文
章
で
あ
る
。

又
は
や
く
親
に
は
な
れ
れ
た
る
も
の
は
、
孝
行
を
尽
す
事
な
ら
ぬ
や
う
な
れ
ど

も
、
生
前
に
孝
行
を
尽
く
す
と
心
得
、
我
骸
ハ
預
り
も
の
と
お
も
ひ
、
身
を
大

切
に
し
て
仮
に
も
悪
事
を
な
さ
ず
、
身
過
に
油
断
な
く
、
身
上
を
よ
く
し
、
親

の
名
ま
で
も
揚
る
や
う
に
す
る
は
、
是
又
孝
行
と
い
ふ
べ
し
。
（
『
道
し
る
べ
』

孝
六
丁
オ
～
孝
六
丁
ウ
）

　

父
母
死
後
の
孝
行
に
つ
い
て
、『
衍
義
』
で
は
「
事
死
如
事
生
」（
『
衍
義
』
孝
六
丁
オ
）

の
理
念
で
墓
参
等
の
儀
礼
を
取
り
上
げ
、
亡
き
父
母
へ
の
思
念
を
重
ん
じ
た
が
、『
大

意
』
で
は
こ
の
部
分
を
削
除
し
、
死
後
の
孝
行
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
『
道
し
る
べ
』
で
は
、
右
の
よ
う
に
、
生
前
の
孝
行
の
延
長
線
上
、
死
後
の
孝
行

を
自
ら
の
言
行
へ
の
戒
め
に
結
び
つ
け
た
。
言
語
行
動
を
慎
み
、
身
上
を
よ
く
す
る

17 

中
国
語
の
韻
律
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
韻
文
と
し
て
の
詩
・
教
訓
歌
は
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、

そ
の
ま
ま
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
う
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
小
野
澤
路
子
に

よ
る
近
世
日
本
の
『
三
字
経
』
の
版
本
研
究
に
お
い
て
、
「
日
本
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
初
学
者
用

漢
籍
が
い
か
な
る
場
面
で
い
か
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
こ
に
は
中
国
で
の

用
い
ら
れ
方
と
何
ら
か
違
い
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
が
出
さ
れ
て
い
る
（
小
野
澤
路
子
「
和

刻
本
『
三
字
経
』
目
録
解
題
」
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
〇
頁
）
。
『
衍
義
』

の
詩
篇
に
つ
い
て
、
筆
者
は
そ
の
中
国
語
韻
文
文
学
と
教
訓
歌
と
し
て
の
性
格
が
、
近
世
日
本
で
の

活
用
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
と
い
う
課
題
を
取
り
上
げ
、
二
〇
一
七
年
日
本
思
想
史
学
会
年

次
大
会
で
「
中
国
伝
来
教
化
歌
謡
の
受
容
―
―
『
六
諭
衍
義
』
詩
篇
を
一
例
と
し
て
」
と
い
う
題
で

報
告
し
た
。
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こ
と
自
体
は
親
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
孝
行
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
二
点
の

加
筆
は
、
い
ず
れ
も
民
衆
の
日
常
生
活
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
子
孫
教
訓
と
親
孝
行

の
具
体
的
な
仕
方
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
『
大
意
』
で
言
及
し
な
か
っ
た
徳
目
を
補

完
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
修
正
を
経
て
、
『
道
し
る
べ
』
は
よ
り
柔
ら

か
い
言
葉
と
身
近
な
事
例
で
、
『
大
意
』
を
民
衆
に
親
し
み
の
あ
る
書
物
と
変
身
さ

せ
た
。

　

『
道
し
る
べ
』
は
主
に
広
島
藩
で
流
通
し
た
。
現
在
、
広
島
県
立
文
書
館
は
『
教

訓
道
し
る
べ
』
を
一
三
冊
、
九
つ
の
文
書
群
に
収
蔵
し
て
い
る
。
重
な
る
版
本
が
あ

る
が
、
概
ね
以
下
の
五
種
類
で
あ
る
。

Ⓐ　

寛
政
三
年
刊
、
尼
子
家
文
書
一
冊
、
三
吉
家
文
書
一
冊
、
児
玉
家
文
書
二

冊

Ⓑ　

寛
政
三
年
刊
、
福
原
家
文
書
一
冊

Ⓒ　

天
保
九
年
（
か
）
、
版
元
：
書
林
広
島
中
島
本
町
世
並
屋
伊
兵
衛
、
児
玉

家
文
書
一
冊

Ⓓ　

明
治
三
年
、
竹
内
家
文
書
一
冊
、
福
原
家
文
書
二
冊
、
河
野
家
（
本
河
野
）

文
書
一
冊
、
高
橋
家
文
書
一
冊

Ⓔ　

写
本
、
二
種
（
海
城
家
文
書
一
種
、
丸
石
家
文
書
一
種
）

比
較
的
に
多
く
保
存
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
版
本
が
Ⓐ
で
あ
る
。
そ
の
見
返
し
に
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

世
に
教
訓
の
書
お
ほ
く
、
俚
俗
窮
民
の
為
に
其
言
質
実
に
、
其
文
卑
近
に
書

和
ら
け
、
普
く
行
ハ
る
ゝ
所
す
く
な
か
ら
ね
は
、
今
更
こ
と
を
添
つ
へ
う
も
な

し
、
し
か
ハ
あ
れ
と
そ
の
国
の
方
言
、
其
里
の
い
ひ
な
ら
ハ
せ
あ
れ
は
、
な
を

手
近
く
さ
と
し
お
し
へ
な
は
、
い
や
し
き
編
戸
の
民
、
文
意
信
切
に
ま
と
ハ
す

道
に
も
と
つ
く
事
の
安
か
ら
ん
か
と
鄙
文
の
拙
き
を
い
は
す
、
か
い
集
め
教
訓

ミ
ち
し
る
へ
と
名
つ
く
と
し
か
い
ふ
。
寛
政
三
の
と
し
二
月
（
『
道
し
る
べ
』

見
返
し
）

　

す
な
わ
ち
、
「
俚
俗
窮
民
」
の
た
め
、
「
国
の
方
言
」
を
用
い
て
、
身
近
な
言
葉
で

教
訓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
『
道
し
る
べ
』
と
い
う
本
を
著
し
、
寛
政

三
年
に
頒
布
し
た
と
い
う
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
『
道
し
る
べ
』
が
頒
布
さ
れ
た

時
期
で
あ
る
。
広
島
藩
は
寛
政
三
年
二
月
に
、
『
大
意
』
を
「
一
町
一
町
に
年
寄
手

元
へ
下
げ
遣
し
」
、
「
町
新
開
に
て
、
男
女
共
子
供
を
集
め
、
手
蹟
之
指
南
い
た
し
候

者
共
へ
も
、
此
本
夫
々
分
遣
」
す
な
ど
の
方
法
で
、
「
卑
賎
之
者
共
、
其
妻
子
に
至

る
迄
、
常
々
耳
馴
れ
さ
せ
、
追
々
に
は
実
に
熟
読
い
た
し
候
様
」
に
四
〇
部
頒
布
し

た18

。
同
じ
時
期
に
『
道
し
る
べ
』
を
作
成
し
頒
布
し
た
理
由
は
「
そ
の
国
の
方
言
、

其
里
の
い
ひ
な
ら
ハ
せ
あ
れ
は
、
な
を
手
近
く
さ
と
し
お
し
へ
」
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
大
意
』
の
み
で
、
教
訓
が
隅
々
ま

で
行
き
届
く
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
『
大
意
』
を
一
層
わ
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
『
道
し
る
べ
』
を
同
時
に
頒
布
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
『
道
し
る
べ
』
は
文
章
の
構
造
に
お
い
て
、
『
衍
義
』
で
は
な
く
、
忠

実
に
『
大
意
』
に
従
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
道
し
る
べ
』
は
『
衍
義
』
を
底
本
に

し
て
訳
し
直
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
『
大
意
』
の
用
語
な
ど
を
微
調
整
し
て
、

書
き
直
し
た
だ
け
で
あ
る
。
た
と
え
右
記
の
よ
う
な
『
大
意
』
に
見
ら
れ
な
い
個
所

が
書
き
足
さ
れ
た
と
し
て
も
、
二
か
所
の
加
筆
が
い
ず
れ
も
「
六
諭
」
に
関
す
る
具

体
的
な
行
動
を
指
導
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
論
点
の
展
開
や
教
訓
の
根
本
を
動
揺
さ

18 

前
掲
『
広
島
市
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二
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四
八
一
頁
。



300

せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、『
道
し
る
べ
』
は
『
大
意
』
の
「
翻

訳
」
書
で
あ
る
。
つ
ま
り
広
島
藩
の
場
合
、
『
衍
義
』
→
『
大
意
』
→
『
道
し
る
べ
』

の
二
回
の
「
翻
訳
」
を
経
て
、
「
六
諭
」
の
教
え
は
よ
う
や
く
民
衆
に
伝
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

広
島
県
現
存
の
版
本
の
う
ち
、
Ⓒ
に
は
「
浦
々
組
頭
元
共
長
百
姓
え
相
渡
置
此
分

用
所
蔵
本
也
。
天
保
九
年
戊
戌
八
月
庄
屋
正
之
助
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
刊

行
時
期
は
確
認
で
き
な
い
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
段
階
で
も
、
本
書
が
庄

屋
な
ど
に
渡
さ
れ
、
教
化
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
Ⓒ
の

み
に
水
浅
葱
の
表
紙
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
版
元
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
刊
本
は
、
す
べ
て
薄
紙
の
切
付
表
紙
で
、
紐
綴
の
装
丁
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
最
初

は
Ⓐ
の
藩
版
が
出
さ
れ
、
広
く
頒
布
で
き
る
よ
う
に
、
あ
え
て
質
素
な
も
の
で
仕

上
げ
た
。
の
ち
に
世
並
屋
伊
兵
衛
に
版
木
が
移
さ
れ
、
見
返
し
が
削
除
さ
れ
、
新

た
に
表
紙
が
付
け
ら
れ
、
Ⓒ
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る19

。
ま
た
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
五
月
に
、
広
島
藩
は
『
道
し
る
べ
』
を
再
版
し
て
各
村
に
二
、
三
部
ず

つ
配
布
し
、
村
役
人
が
毎
月
定
日
を
定
め
て
村
民
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
を
命
じ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る20

。
そ
こ
で
使
用
さ
れ
た
の
は
、
Ⓐ
の
板
木
を
再
利
用
し
た
Ⓓ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
み
れ
ば
、
広
島
藩
で
は
『
道
し
る
べ
』
を
数
度
頒
布
し
、

長
き
わ
た
っ
て
普
及
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
、

『
大
意
』『
道
し
る
べ
』
な
ど
を
用
い
て
小
児
に
読
み
聞
か
せ
、
教
訓
に
尽
力
し
た
人
々

は
、
奉
行
に
よ
り
賞
金
な
ど
を
授
与
す
る
な
ど21

、
「
六
諭
」
の
徳
目
を
広
め
る
こ
と

が
図
ら
れ
た
。

　
　

　
　

三
、
『
六
教
解
』
の
成
立
―
―
代
官
の
教
化
活
動
に
お
け
る
「
六
諭
」

　

『
道
し
る
べ
』
と
異
名
同
文
の
『
六
教
解
』
と
い
う
書
物
が
、
現
在
埼
玉
、
東
京
、

奈
良
、
島
根
で
い
く
つ
か
の
版
本
・
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
各
版
本
の
所
在
と

内
容
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
「
六
諭
」
の
民
間
へ
の
浸
透
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
ま
ず
、
本
書
の
成
立
と
深
く
関
わ
る
代
官
早
川
正
紀
と
い
う
人

物
と
そ
の
教
化
活
動
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

　

早
川
正
紀
（
八
郎
左
衛
門
、
元
文
四
〔
一
七
三
九
〕
～
文
化
五
〔
一
八
〇
八
〕
年
）
は
、

日
本
で
「
初
め
て
庶
民
教
育
の
た
め
の
常
設
教
場
と
し
て
教
諭
所
を
考
え
出
し22

」
た

人
物
と
さ
れ
る
。
そ
の
代
官
と
し
て
の
人
生
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
二
）
に
出
羽

国
尾
花
沢
で
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
天
明
飢
饉
と
い
う
試
練
に
直
面
し
て
、
農
業

出
精
・
年
貢
完
納
な
ど
に
関
す
る
教
訓23

を
出
し
、
自
ら
の
領
民
教
化
の
基
礎
的
理
念

を
定
め
た
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
美
作
国
久
世
に
赴
任
す
る
ま
で
、
こ
れ
ら

の
教
訓
が
繰
り
返
さ
れ
、
飢
饉
の
克
服
が
は
か
ら
れ
た
。
尾
花
沢
の
経
験
を
も
と
に
、

正
紀
は
久
世
で
代
官
と
し
て
活
躍
し
た
一
四
年
間
（
備
中
国
笠
岡
倉
敷
代
官
も
兼

任
）
、
当
地
で
領
民
の
道
徳
倫
理
教
化
に
力
を
注
ぎ
、
特
に
洗
子
・
間
引
き
に
対
し
て
、

制
札
を
出
し
、
僧
侶
に
檀
家
に
向
け
て
読
ま
せ
る
な
ど
の
方
法
を
取
り
、
洗
子
・
間

引
き
の
禁
令
を
徹
底
し
た
。
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
に
笠
岡
に
郷
校
敬
業
館
（
翌

年
春
に
竣
工
）
、
寛
政
三
年
に
久
世
村
に
教
諭
所
（
の
ち
郷
校
典
学
館
に
）
を
設
置

し
た
。
敬
業
館
で
教
化
活
動
を
行
っ
た
学
者
小
寺
清
先
（
一
七
四
八
～
一
八
二
七
）

に
よ
る
と
、
正
紀
は
「
村
々
は
一
と
せ
に
一
た
ひ
、
久
世
笠
岡
は
毎
月
一
度
御
述
作

19 

ま
た
、
Ⓑ
版
は
、
章
ご
と
に
表
紙
一
葉
差
し
込
ん
で
紐
綴
で
あ
る
が
、
本
来
章
ご
と
に
配
布
さ
れ
、

後
ほ
ど
持
ち
主
に
よ
り
合
冊
装
丁
し
た
か
、
現
段
階
で
は
確
認
で
き
な
い
。

20 

具
体
的
に
は
西
村
晃
「
明
治
初
年
広
島
藩
の
教
化
政
策
と
村
役
人
」
（
有
元
正
雄
先
生
退
官
記
念

論
文
集
刊
行
会
編
『
近
世
近
代
の
社
会
と
民
衆
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
を
参
考
。

21 

前
掲
『
広
島
市
史
第
二
巻
』
四
八
一
頁
。

22 
石
川
謙
『
心
学
―
―
江
戸
の
庶
民
哲
学
』
日
経
新
書
、
一
九
六
四
年
、
一
八
五
頁
。

23 

早
川
正
紀
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
九
月
に
下
し
た
七
条
の
「
御
留
書
」
で
あ
る
。
正
紀
の
尾

花
沢
に
お
け
る
治
政
に
つ
い
て
は
永
山
卯
三
郎
『
早
川
正
紀
』
（
厳
南
堂
書
店
、
一
九
三
四
年
）
に

詳
し
い
。
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之
條
教
及
六
諭
衍
義
（
お
そ
ら
く
『
大
意
』
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
―
―
引
用
者
注
）
、

聖
諭
広
訓
の
た
く
ひ
、
民
の
教
に
宜
き
書
を
読
と
か
し
め
給
ひ
、
猶
四
月
九
月
ご
自

身
の
教
諭
怠
り
給
は
す24

」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
正
紀
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
備
中

の
民
衆
教
化
に
『
大
意
』
を
教
化
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
で
『
大
意
』
と
と
も
に
あ
げ
ら
れ
た
『
聖
諭
広
訓
』
と
は
、
前
述
の
通
り
、

清
朝
皇
帝
が
「
六
諭
」
に
基
づ
き
頒
布
し
た
清
聖
諭
で
あ
り
、
「
條
教
」
と
は
、
正

紀
が
『
聖
諭
広
訓
』
を
下
敷
き
に
し
、
自
ら
著
し
た
教
諭
書
『
久
世
条
教
』
の
こ
と

か
と
考
え
ら
れ
る25

。
そ
の
ほ
か
、
正
紀
及
び
郷
校
の
学
者
は
宋
朝
以
来
中
国
で
大
い

に
機
能
し
た
郷
村
道
徳
倫
理
を
説
く
『
呂
氏
郷
約
』
を
俗
解
し
、
積
極
的
に
そ
の
治

政
に
導
入
し
た26

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
正
紀
は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
道
徳
律
を
自
ら

の
民
衆
教
化
に
活
用
し
、
実
践
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
、
正
紀
は
最
後
の
任
地
武
蔵
国
久
喜
に
赴
任
し
、
そ
こ

で
引
き
続
き
教
化
活
動
を
展
開
し
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
郷
校
遷
善
館
の
建
立

で
あ
る
。
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、
遷
善
館
教
授
亀
田
鵬
斎
に
よ
る
「
新
建
久
喜
遷

善
館
記
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

埼
玉
郡
久
喜
郷
、
旧
為
諸
侯
封
邑
之
地
。
闔
郷
之
民
、
嘗
請
創
建
黌
舎
而
教

育
俊
髦
。
因
仍
不
果
而
止
、
後
転
為　

官
府
之
奉
地
、
都
税
司
管
焉
。
寛
政
之
初
、

新
政
革
弊
、
興
学
励
俗
、
丕
崇
文
教
、
休
徳
覃
敷
遐
荒
万
里
之
外
、
治
教
益
盛

矣
。
於
是
郷
之
耆
老
、
再
集
隣
里
之
人
而
議
之
、
懇
申
前
請
、
都
税
司
早
川
君
、

大
喜
之
、
遂
疏
於
、
朝
。
朝
廷
嘉
而
允
之
、
廼
賜
地
一
区
、
蠲
其
歳
入
与
徭
役
、

而
長
為
教
諭
之
所
。
始
事
之
日
、
衆
心
欣
愉
、
繇
保
甲
豪
族
而
下
、
争
出
資
材

以
助
其
費
。
匠
氏
功
竣
告
成
、
逎
落
而
祀
之
、
命
曰
遷
善
館
。
時
享
和
三
年
癸

亥
春
三
月
也27

。

　

す
な
わ
ち
、
も
と
よ
り
領
主
に
対
し
て
、
久
喜
郷
の
郷
民
か
ら
建
学
の
懇
請
が

あ
っ
た
が28

、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
寛
政
期
の
改
革
に
伴
い
、
郷
校
建
設
の
要
望
が

再
び
提
起
さ
れ
た
。
郷
民
の
要
望
を
知
っ
た
代
官
正
紀
は
大
い
に
喜
び
、
す
ぐ
に
幕

府
に
打
診
し
た
。
つ
い
に
幕
府
の
允
許
を
得
て
、
敷
地
の
下
賜
を
受
け
、
税
役
が
免

除
さ
れ
、
恒
久
的
教
諭
の
場
所
と
さ
れ
た
。
村
の
有
力
者
の
出
資
に
よ
り
、
享
和
三

年
（
一
八
〇
三
）
に
、
郷
校
遷
善
館
が
落
成
し
た
。

　

遷
善
館
の
教
え
は
、
「
経
書
講
釈
」
と
「
教
諭
」
の
二
つ
あ
る29

。
「
遷
善
館
規
則
」

に
よ
る
と
、「
経
書
講
釈
」
は
毎
月
「
一
六
之
日
昼
九
ツ
時
よ
り
」
行
う
が
、「
教
諭
」

は
五
日
と
二
五
日
に
大
人
、
一
五
日
は
一
五
歳
以
下
の
男
女
に
向
け
、
「
暮
六
ツ
時

よ
り
」
と
あ
る30

た
め
、
「
教
諭
」
の
内
容
は
比
較
的
簡
単
で
、
よ
り
広
い
一
般
民
衆

の
た
め
に
設
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
遷
善
館
規
則
」
に
記
さ
れ
た
「
村
役

人
銘
々
組
下
之
者
世
話
致
、
教
諭
日
一
統
罷
出
候
様
可
為
致
事
」
、
「
教
諭
日
一
統
時

刻
以
前
相
揃
可
申
候
、
着
席
之
儀
ハ
村
役
人
世
話
役
之
者
差
図
可
致
事
」31

と
、
村
役

24 

小
寺
清
先
「
敬
業
館
記
録
序
」
（
寛
政
一
一
年
〔
一
七
九
九
〕
）
文
部
省
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第

七
巻
、
文
部
省
、
一
八
九
二
年
、
八
〇
一
頁
。

25 

早
川
代
官
の
『
久
世
条
教
』
と
『
聖
諭
広
訓
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
日
本
の
清
聖

諭
受
容
と
民
衆
教
化
」
（
『
歴
史
評
論
』
八
二
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
に
参
照
さ
れ
た
い
。

26 

正
紀
の
『
呂
氏
郷
約
』
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
徳
川
日
本
に
お
け
る
郷
約
の
受
容
―
―
『
呂

氏
郷
約
』
の
解
釈
と
活
用
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
三
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）
を

参
考
さ
れ
た
い
。

27 

亀
田
鵬
斎
「
新
建
久
喜
遷
善
館
記
」
（
文
化
五
年
〔
一
八
〇
八
〕
）
久
喜
市
史
編
さ
ん
室
『
久
喜
市

史
資
料
編
三
（
近
世
二
）
』
久
喜
市
、
一
九
九
〇
年
、
三
頁
。
な
お
、
こ
の
「
新
建
久
喜
遷
善
館
記
」

を
記
し
た
石
碑
は
、
明
治
一
一
年
に
火
事
に
よ
り
焼
失
し
、
現
在
拓
本
の
み
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

の
引
用
は
『
久
喜
市
史
資
料
編
』
の
翻
刻
に
従
う
。
但
し
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
て
た
。

28 
『
久
喜
市
史
』
に
よ
る
と
、
領
民
の
建
学
懇
請
は
米
津
氏
が
久
喜
藩
を
治
め
た
時
代
こ
と
で
あ
る

（
久
喜
市
史
編
さ
ん
室
『
久
喜
市
史
通
史
編　

上
巻
』
久
喜
市
、
一
九
九
〇
年
、
七
一
一
頁
）
。
寛
政

一
〇
年
（
一
七
九
八
）
に
米
津
氏
は
出
羽
国
に
移
封
さ
れ
、
久
喜
は
天
領
と
な
っ
た
。

29 

「
遷
善
館
規
則
」（
年
不
詳
）
、
久
喜
中
央
図
書
館
蔵
榎
本
善
之
助
家
文
書
、
久
喜
市
史
編
さ
ん
室
『
久

喜
市
史
資
料
編
三
（
近
世
二
）
』
久
喜
市
、
一
九
九
〇
年
、
八
頁
。

30 

同
右
。

31 

同
右
。



302

人
の
動
員
の
下
、
「
教
諭
日
」
を
定
め
て
、
村
人
全
員
の
出
席
を
要
求
す
る
な
ど
の

六
か
条
の
規
約
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
遷
善
館
は
百
姓
の
教
諭
を
中
心
と
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

遷
善
館
の
設
置
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
正
紀
は
『
六
教
解
』を
上
梓
し
た
。『
六
教
解
』

の
最
後
に
、
以
下
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

此
書
ハ
わ
れ
さ
き
に
山
陽
に
あ
り
し
時
、
安
芸
の
も
の
し
り
の
か
ゝ
れ
し
文

な
り
と
て
つ
た
ハ
り
し
を
、
く
り
か
へ
し
ミ
れ
バ
、
昔
大
君
五
の
道
を
民
に
を

し
へ
さ
と
し
給
ん
と
て
、
異
国
よ
り
六
諭

演
（
マ
マ
）

義
と
い
ふ
書
を
も
と
め
給
ひ
て
、

時
の
御
儒
者
室
氏
に
お
ふ
せ
給
ひ
て
下
な
る
人
々
の
目
に
見
や
す
く
、
耳
に
聞

へ
や
す
く
、
此
国
の
詞
に
か
ん
な
も
て
か
ゝ
し
め
給
ひ
し
書
に
い
と
よ
く
似
て

ま
こ
と
に
た
ふ
と
き
書
な
れ
ば
、
こ
た
び
梓
に
え
り
て
六
教
解
と
名
つ
け
て
、

わ
が
お
さ
む
る
村
々
へ
わ
か
ち
あ
た
へ
て
、
日
待
月
ま
ち
な
と
の
神
わ
ざ
の
つ

ど
ひ
其
外
田
作
事
ひ
ま
〱
に
あ
る
ハ
よ
み
、
あ
る
ハ
き
ゝ
て
な
ら
は
し
よ
く
な

れ
と
ね
が
ふ
こ
と
に
な
ん

早
川
正
紀
し
る
す

文
化
元
年
十
一
月
（
『
六
教
解
』
二
一
丁
オ
～
二
二
丁
オ
）

　

こ
こ
に
は
、
本
書
は
正
紀
が
美
作
・
備
中32

に
い
た
時
、
安
芸
の
と
あ
る
人
物
の
著

書
を
知
り
、
そ
れ
を
再
び
梓
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
正
紀
は
そ

の
内
容
が
『
六
諭
演
義
』
（
正
し
く
は
『
六
諭
衍
義
』
）
と
よ
く
似
て
い
た
た
め
、「
六

教
解
」
と
名
付
け
た
。
こ
こ
で
い
う
「
安
芸
の
も
の
し
り
」
が
誰
か
特
定
で
き
な
い

が
、
内
容
か
ら
み
る
と
、
『
六
教
解
』
は
寛
政
三
年
に
広
島
藩
で
刊
行
さ
れ
た
『
道

し
る
べ
』
と
全
く
同
じ
書
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
紀
は
広
島
藩
の
教
化
政
策
に
使

わ
れ
た
『
道
し
る
べ
』
を
再
版
し
、
『
六
教
解
』
と
し
て
自
ら
の
任
地
久
喜
の
村
々

に
わ
か
ち
、
百
姓
の
教
化
を
は
か
っ
た
。
本
書
を
遷
善
館
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
っ

た
証
拠
は
な
い
が
、
民
衆
の
教
化
を
目
的
と
す
る
教
諭
所
遷
善
館
を
通
し
て
、
久
喜

一
円
に
『
六
教
解
』
が
広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　

　
　

四
、
『
六
教
解
』
の
活
用
―
―
広
が
る
「
六
諭
」
の
教
え

　

現
在
確
認
で
き
る
『
六
教
解
』
に
は
、
以
下
の
刊
本
・
写
本
が
四
種
類
、
計
五
冊

存
在
し
て
い
る
。

㋐　

刊
本
、
年
不
詳
、
文
化
元
年
十
一
月
早
川
正
紀
記
す
（
埼
玉
県
立
文
書
館

一
冊
）

㋑　

写
本
、
年
不
詳
（
久
喜
市
郷
土
資
料
館
一
冊
、
東
京
都
立
図
書
館
一
冊
）

㋒　

刊
本
、
合
冊
本
、
年
不
詳
（
五
條
文
化
博
物
館
〔
か
〕
一
冊
）

㋓　

写
本
、
合
冊
本
、
年
不
詳
（
島
根
大
学
図
書
館
）

　

い
ず
れ
の
本
に
も
刊
行
年
月
及
び
版
元
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
㋐
の
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
の
正
紀
の
識
語
を
み
る
と
、
享
和
三
年
に
久
喜
遷
善
館
が
建
立
さ
れ

た
翌
年
に
は
『
六
教
解
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る33

。
『
六
教
解
』
も
『
道

し
る
べ
』
と
同
様
に
、
薄
紙
の
紐
綴
で
仕
上
げ
た
質
素
な
冊
子
で
、
村
に
頒
布
し
、

読
み
聞
か
せ
る
教
化
活
動
に
適
し
た
本
の
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
写
本
（
㋑
）
は
久
喜
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
野
口
儀
左
衛
門
家
文
書
群
に
ふ

く
ま
れ
て
い
る
。
野
口
家
は
江
戸
中
期
よ
り
幕
末
に
か
け
て
江
面
村
（
現
埼
玉
県
久

32 

正
紀
の
山
陽
地
方
の
活
動
は
、
主
に
備
中
と
美
作
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
域
で
の
活
動

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
確
認
で
き
な
い
。

33 

井
上
は
刊
本
よ
り
先
に
、
寛
政
六
年
一
一
月
に
す
で
に
写
本
の
『
六
教
解
』
は
美
作
で
頒
布
さ
れ

た
と
主
張
し
た
が
（
前
掲
井
上
久
雄
「
六
諭
衍
義
大
意
異
本
の
研
究
―
―
芸
州
版
教
訓
道
し
る
べ
と

武
州
版
六
教
解
」
一
三
五
頁
）
、
そ
れ
を
直
接
に
う
か
が
え
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
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喜
市
の
一
部
）
の
名
主
役
を
つ
と
め
た
家
柄
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
に
は
『
童
子
教
訓
』

な
ど
の
教
訓
科
往
来
物
も
数
多
く
み
ら
れ34

、
こ
れ
ら
の
書
を
用
い
て
民
衆
教
化
に
あ

た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
六
教
解
』
も
そ
の
よ
う
な
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

正
紀
の
教
化
活
動
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
「
六
諭
」
の
教
訓

も
『
六
教
解
』
を
通
じ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
享
和
三
年
か
ら

和
州
五
條
代
官
と
し
て
宇
治
、
宇
陀
、
吉
野
、
城
上
諸
地
を
治
め
た
池
田
但
季
（
仙

九
郎
、
享
和
三
年
～
文
化
六
年
〔
一
八
〇
九
〕
在
任)

の
『
六
教
解
』
頒
布
が
あ
げ

ら
れ
る
。
但
季
は
治
下
の
民
衆
を
対
象
と
し
て
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
代
官

所
に
郷
校
主
善
館
を
設
立
す
る
な
ど
、
民
衆
の
教
化
に
尽
力
し
た
。

　

五
條
文
化
博
物
館
所
蔵35

の
『
六
教
解
』
（
㋒
）
は
、
こ
れ
に
加
え
、
『
老
農
茶
話
』

『
五
條
施
教
』
の
二
書
を
合
冊
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
老
農
茶
話
』
は
農
政
家
大
蔵
永

常
が
文
化
元
年
に
著
し
た
書
物
で
あ
る
。
藤
井
正
英
の
研
究
に
よ
る
と
、
永
常
が
自

ら
こ
の
書
を
但
季
に
み
せ
た
結
果
、
但
季
が
本
書
を
上
梓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う36

。
ま
た
『
五
條
施
教
』
は
、
但
季
が
文
化
二
年
に
正
紀
の
『
久
世
条
教
』
を
底
本
に
、

五
條
地
方
に
お
け
る
訴
訟
多
発
な
ど
の
社
会
問
題
に
対
峙
し
て
、
作
成
し
、
主
善
館

テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
た
教
訓
書
で
あ
る
。
「
五
教
を
敷
人
倫
を
明
に
す
」
「
獄
訟

を
禁
じ
風
俗
を
美
す
」
「
耕
作
を
励
し
租
税
を
完
す
」
の
三
章
で
構
成
さ
れ
、
租
税

の
完
納
・
訴
訟
の
禁
止
な
ど
を
明
確
に
示
し
て
い
る37

。
『
老
農
茶
話
』『
六
教
解
』と
『
五

條
施
教
』
の
三
冊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
勧
農
政
策
、
道
徳
倫
理
的
教
化
、
及
び

そ
れ
に
基
づ
く
禁
令
な
ど
の
内
容
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
但
季
の
教

化
活
動
に
登
場
し
た
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
う
ち
二
冊
が
正
紀
の
教
化
活
動

と
重
な
っ
て
い
る
。
合
冊
本
『
六
教
解
』
の
最
後
で
、
但
季
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　

そ
れ
人
の
性
は
善
な
り
と
い
へ
り
、
天
の
命
を
う
け
て
人
と
生
ま
れ
た
る
も

の
何
れ
か
此
性
な
か
る
べ
き
、
し
か
ハ
あ
れ
ど
、
お
し
へ
み
ち
び
か
さ
れ
ば
人

欲
の
私
に
お
ほ
ハ
れ
て
そ
の
本
性
の
善
を
失
ふ
と
聖
賢
の
書
に
も
見
え
た
れ

ば
、
た
ゝ
お
し
へ
さ
と
す
に
し
て
は
あ
ら
じ
、
こ
れ
に
因
て
上
よ
り
我
に
あ
づ

け
給
へ
る
民
に
も
か
の
理
を
お
し
ゑ
ん
と
は
か
る
こ
と
久
し
、
こ
ゝ
に
早
川
の

う
し
、
山
陽
に
令
た
り
し
よ
り
能
民
を
治
め
ミ
ち
び
か
れ
し
こ
と
を
伝
へ
聞
し

に
、
実
に
忠
尽
し
信
つ
く
す
と
い
ひ
つ
べ
し
、
我
も
亦
こ
れ
に
な
ら
ん
は
ん
と

そ
の
よ
し
を
尋
ね
伝
れ
ハ
、
こ
の
六
教
解
を
送
り
こ
さ
れ
ぬ
、
わ
れ
こ
れ
を
閲

す
る
に
所
謂
六
諭
衍
義
と
な
ん
い
へ
る
文
に
よ
く
な
ぞ
ら
へ
て
民
を
お
し
へ
さ

と
す
の
捷
径
、
こ
の
書
に
過
た
る
も
の
ハ
あ
ら
じ
と
思
ひ
ぬ
故
に
、
し
き
り
に

是
を
こ
ひ
求
め
て
わ
が
治
む
る
村
々
へ
も
わ
か
ち
あ
た
へ
、
か
の
性
善
の
こ
と

は
り
を
失
ハ
ず
し
て
民
の
な
ら
は
し
よ
く
な
ら
ん
事
を
ね
が
ふ
、
よ
て
こ
と
の

よ
し
を
巻
の
末
に
し
る
す
も
の
な
ら
し

文
化
二
年
三
月

池
田
但
季　

誌38

34 

久
喜
市
史
編
さ
ん
室
編
『
久
喜
市
史
調
査
報
告
書　

第
八
集　

諸
家
文
書
目
録
（
Ⅰ
）
』
埼
玉
県

久
喜
市
、
一
九
八
七
年
、
二
七-

三
三
頁
。

35 

藤
井
正
英
の
研
究
（
「
五
條
代
官
所
の
設
置
と
そ
の
果
た
し
た
役
割
（
３
）
」『
五
條
社
会
歴
史
研
究
』

第
四
集
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
と
、
本
書
は
一
九
九
八
年
の
時
点
で
五
條
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
、
の
ち
に
五
條
文
化
博
物
館
に
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
残
念

な
が
ら
、
現
物
は
す
で
に
不
明
と
な
り
、
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
博

物
館
所
蔵
の
写
真
資
料
を
閲
覧
で
き
た
た
め
、
本
稿
は
写
真
資
料
及
び
藤
井
論
文
に
基
づ
き
、
五
條

地
域
に
お
け
る
『
六
教
解
』
の
展
開
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

36 
前
掲
藤
井
論
文
。

37 

『
久
世
条
教
』
と
『
五
條
施
教
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
近
世
日
本
庶
民
教
化
に
お
け
る
清

聖
諭
の
活
用
―
―
『
聖
諭
広
訓
』
か
ら
『
久
世
条
教
』『
五
條
施
教
』
へ
」（
『
日
本
思
想
史
学
』
四
九
号
、

二
〇
一
七
年
）
を
参
考
さ
れ
た
い
。

38 

池
田
但
季
識
語
『
六
教
解
』
五
條
文
化
博
物
蔵
、
二
三
丁
オ
～
二
四
丁
ウ
。
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民
に
「
理
」
を
教
え
よ
う
と
し
た
但
季
が
、
正
紀
の
治
世
の
功
績
を
知
り
、
そ
の

方
法
を
尋
ね
る
と
、
正
紀
よ
り
『
六
教
解
』
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
文

化
二
年
、
但
季
が
本
書
を
管
下
に
頒
布
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
但
季
も
本
書
が
「
『
六

諭
衍
義
』
」
（
『
大
意
』
）
の
談
義
本
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
『
大
意
』
で
は
な
く
、
そ
れ
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
『
六
教
解
』

を
「
わ
が
治
む
る
村
々
へ
も
わ
か
ち
あ
た
へ
」
た
。
そ
の
理
由
は
、『
六
教
解
』
が
「
民

を
お
し
へ
さ
と
す
の
捷
径
、
こ
の
書
に
過
た
る
も
の
ハ
あ
ら
じ
と
思
ひ
ぬ
」
か
ら
だ

と
い
う
。
『
大
意
』
と
同
時
に
『
道
し
る
べ
』
を
頒
布
し
た
広
島
藩
や
、
『
大
意
』
と

と
も
に
『
六
教
解
』
を
頒
布
し
た
備
中
・
美
作
時
代
の
正
紀
と
違
い
、
治
下
の
倫
理

綱
紀
再
建
に
、
但
季
は
『
六
教
解
』
の
み
選
ん
だ
。
『
大
意
』
を
「
よ
く
な
ぞ
ら
へ
て
」

解
釈
し
た
『
六
教
解
』
（
『
道
し
る
べ
』
）
こ
そ
、
民
衆
教
化
に
実
行
で
き
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
大
意
』
の
「
翻
訳
書
」
で
あ
る
『
道
し
る
べ
』
は
、
代
官
正
紀

の
推
薦
に
よ
っ
て
、
『
六
教
解
』
の
名
で
久
喜
か
ら
五
條
代
官
陣
屋
に
伝
わ
り
、
民

衆
の
道
徳
教
化
の
現
場
で
繰
り
返
し
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

終
わ
り
に
―
―
近
世
民
衆
教
化
に
み
る
明
清
道
徳
律
の
土
着
化

　

以
上
、
明
清
王
朝
に
頒
布
さ
れ
た
「
六
諭
」
が
、
近
世
日
本
の
民
衆
教
化
に
活
用

さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
、
『
大
意
』
『
道
し
る
べ
』
と
『
六
教
解
』
の
三
種
の
教
訓
書

の
成
立
を
通
し
て
整
理
し
て
き
た
。
明
清
王
朝
に
代
々
頒
布
さ
れ
た
「
六
諭
」
は
、

一
般
民
衆
の
生
活
ま
で
浸
透
し
た
、
ご
く
普
通
の
道
徳
律
で
あ
る
。
そ
れ
を
中
国
語

白
話
で
敷
衍
し
た
『
衍
義
』
が
日
本
に
伝
わ
り
、
上
か
ら
の
民
衆
教
化
に
活
用
で
き

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
に
民
衆
に
も
わ
か
り
や
す
く
改
訂
す

る
か
と
い
う
問
題
が
、
そ
れ
を
用
い
よ
う
と
す
る
知
識
人
や
為
政
者
た
ち
が
直
面
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
た
。
『
衍
義
』
は
ま
ず
将
軍
側
近
の
儒
者
鳩
巣
に

よ
っ
て
和
解
さ
れ
、
『
大
意
』
と
い
う
書
物
と
し
て
広
が
っ
た
。
そ
れ
が
『
衍
義
』

の
第
一
回
目
の
「
翻
訳
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
大
意
』
は
『
衍
義
』
の
用
語
と
構

文
を
原
文
通
り
に
援
用
す
る
傾
向
が
あ
り
、
民
衆
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
難
解
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、『
大
意
』
が
あ
る
程
度
民
間
の
知
識
人
や
代
官
層
に
広
が
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
教
化
の
現
場
で
活
用
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
そ
れ
を

解
決
す
る
際
に
、
広
島
藩
で
は
『
大
意
』
を
ベ
ー
ス
に
、
文
章
の
構
造
、
論
点
の
展

開
方
法
に
つ
い
て
改
正
を
加
え
ず
、
単
に
そ
の
用
語
を
民
衆
の
耳
に
な
れ
た
言
葉
に

書
き
換
え
た
『
道
し
る
べ
』
を
、
『
大
意
』
と
同
時
に
頒
布
し
た
。
『
道
し
る
べ
』
の

成
立
は
『
衍
義
』
に
対
す
る
第
二
回
の
「
翻
訳
」
作
業
と
評
価
で
き
る
。
「
六
諭
」

と
い
う
明
清
王
朝
の
道
徳
律
が
、
こ
の
よ
う
な
二
回
の
「
翻
訳
」
作
業
を
通
し
て
、

民
衆
教
化
の
現
場
で
直
接
に
使
用
で
き
る
も
の
と
し
て
再
生
産
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、『
道
し
る
べ
』は
あ
く
ま
で
も
広
島
藩
内
部
で
活
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
影
響
を
さ
ら
に
広
げ
た
の
は
、
代
官
正
紀
で
あ
る
。
正
紀
が
『
道
し
る
べ
』を
『
六

教
解
』
と
改
題
し
、
管
下
に
頒
布
し
た
。
そ
れ
は
教
諭
所
・
郷
校
の
建
立
と
と
も
に
、

正
紀
の
民
衆
教
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
久
喜
で
機
能
し
た
。
か
か
る
彼
の
教
化
活

動
を
モ
デ
ル
に
、
五
條
代
官
但
季
は
『
六
教
解
』を
自
ら
の
治
め
る
地
域
に
導
入
し
た
。

　

『
六
教
解
』
の
影
響
は
五
條
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
島
根
大
学
図
書
館
所
蔵
の

写
本
（
㋓
）
は
、『
六
教
解
』
の
後
、
正
紀
の
『
久
世
教
条
』
の
荒
筋
を
ま
と
め
た
「
教

条
控
」
、
最
後
に
『
六
教
解
』
に
つ
い
て
の
以
下
の
添
え
書
き
を
と
も
に
写
し
て
い
る
。

　

六
教
解
の
儀
は
、
む
か
し
有
徳
院
殿
吉
宗
公
と
申
奉
り
し
公
方
様
、
五
常
の

道
を
た
み
へ
お
し
へ
示
し
玉
ハ
ん
か
為
、
六
諭
演
義
と
申
書
物
を
異
国
よ
り
御

取
寄
遊
ハ
さ
れ
、
室
新
助
と
申
御
儒
者
へ
被
仰
付
、
下
々
の
耳
へ
入
安
く
や
う
、

ひ
ら
か
な
に
認
さ
せ
ら
れ
候
、
尊
キ
書
■
候
。
先
達
て
支
配
所
の
も
の
共
へ
申

教
候
せ
つ
、
右
の
書
物
猶
ま
た
省
略
い
た
し
認
め
相
渡
し
置
候
。
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右
の
通
、
六
教
解
の
義
ハ
民
を
御
恵
の
御
仁
徳
ヲ
以
格
別
に
御
世
話
被
為
有

候
書
物
に
候
条
、
た
や
す
き
教
と
不
存
一
同
難
有
聴
聞
可
致
候39

。

　

「
寅
十
一
月
」
の
書
写
年
、
書
写
者
「
伯
州
江
尾
京
屋
儀
三
郎
、江
尾
町
京
屋
儀
一
良
」

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
六
教
解
』
が
正
紀
の
『
久
世
条
教
』
と
と
も
に
、
江

尾
町
（
現
鳥
取
県
日
野
郡
の
一
部
）
で
も
民
衆
に
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江
尾
町
の
場
合
、
民
衆
へ
伝
え
渡
す
際
に
、
『
大
意
』
ま
た
は
そ
れ
を
「
省
略
」
し

た
解
釈
書
＝
『
六
教
解
』を
使
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ
た
。す
な
わ
ち
、『
大
意
』
よ
り
、『
六

教
解
』
の
ほ
う
が
「
下
々
の
耳
へ
入
安
」
い
た
め
、
活
用
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
各
地
域
に
お
け
る
「
六
諭
」
関
係
書
の
活
用
状

況
を
、
も
う
一
度
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
『
大
意
』
の
「
翻
訳
」
を
最
初
に
使
用
し
た
広
島
藩
で
は
、
『
道

し
る
べ
』
を
『
大
意
』
の
参
考
書
と
し
て
登
場
さ
せ
た
。
両
書
を
同
時
に
頒
布
し
た

の
は
、
『
大
意
』
の
難
解
さ
を
想
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
道
し
る
べ
』
が

『
六
教
解
』
と
い
う
名
で
広
が
る
過
程
に
お
い
て
、『
大
意
』
の
代
わ
り
に
『
六
教
解
』

の
み
使
用
す
る
か
（
五
條
）
、
も
し
く
は
民
衆
の
理
解
力
に
合
わ
せ
て
、
『
大
意
』
及

び
そ
れ
を
「
猶
ま
た
省
略
い
た
し
」
た
『
六
教
解
』
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
活
用

せ
よ
と
命
じ
て
い
た
（
江
尾
）40

。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
「
六
諭
」
で
唱
え
た
道
徳
律
が

そ
れ
ら
の
地
域
に
普
及
す
る
と
と
も
に
、
『
大
意
』
の
位
置
が
次
第
に
民
衆
に
よ
り

身
近
な
『
道
し
る
べ
』
＝
『
六
教
解
』
に
代
わ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
「
六
諭
」
と
い
う
明
清
王
朝
の
道
徳
律
が
、
二
回
の
「
翻
訳
」
作
業
を
経
て

改
造
さ
れ
、
近
世
日
本
の
代
官
に
よ
る
活
用
を
通
し
て
、
よ
う
や
く
民
衆
の
世
界
に

染
み
込
み
、
土
着
し
た
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
に
、
明
清
王
朝
の
道
徳
律
の
近
世
日
本
に
お
け
る
受
容
過

程
の
一
側
面
を
提
示
し
た
。
明
清
よ
り
伝
わ
っ
て
き
た
道
徳
律
が
、
絶
え
ず
に
「
翻

訳
」
＝
再
解
釈
・
再
生
産
を
経
て
、
近
世
日
本
の
民
衆
世
界
に
溶
け
込
ん
だ
。
同
時

に
、
近
世
日
本
の
民
衆
教
化
も
、
東
ア
ジ
ア
の
民
衆
教
化
と
普
遍
性
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

引
用
史
料
一
覧

　

本
稿
の
な
か
、
特
に
注
説
明
の
な
い
場
合
、
以
下
の
史
料
を
引
用
し
て
い
る
。
な

お
、
翻
刻
の
際
、
旧
体
字
を
新
字
に
改
め
た
。

『
六
諭
衍
義
』
：
荻
生
徂
徠
訓
点
『
官
刻
六
諭
衍
義
』
享
保
六
年
、
出
雲
寺
和
泉
掾
ほ
か
、　
　

39 

島
根
大
学
図
書
館
蔵
写
本
『
六
教
解
』
、
三
五
丁
ウ
～
三
六
丁
オ
。

40 

正
紀
は
久
喜
に
お
い
て
『
大
意
』
を
頒
布
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不
明
。

表
一　

各
地
に
お
け
る
『
道
し
る
べ
』
系
統
「
六
諭
」
関
係
書
の
活
用
状
況　
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沖
縄
県
立
図
書
館
。

『
六
諭
衍
義
大
意
』
：
室
鳩
巣
『
官
刻
六
諭
衍
義
大
意
』
享
保
七
年
、
出
雲
寺
和
泉

掾
ほ
か
、
沖
縄
県
立
図
書
館
。

『
教
訓
道
し
る
べ
』
：
作
者
不
明
『
教
訓
道
し
る
べ
』
寛
政
三
年
、
刊
行
者
不
明
、

広
島
県
立
文
書
館
尼
子
家
文
書
。

『
六
教
解
』
：
作
者
不
明
・
早
川
正
紀
記
『
六
教
解
』
文
化
元
年
、
刊
行
者
不
明
、

埼
玉
県
立
文
書
館
。

付
記
：
本
研
究
はJ

S
P
S

科
研
費1

8
K
1
2
2
2
1

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
調
査

中
、
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
、
広
島
県
立
文
書
館
、
五
條
文
化
博
物
館
か
ら

多
大
な
協
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。


